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鏡
張
り
の
ス
タ
ジ
オ
で
、

バ
ー
を
使
っ
て
ウ
オ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
を
し
て
い
る
松

下
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ（
夕
陽

ケ
丘
36-

５
）の
生
徒
た

ち
。平
塚
市
文
化
祭
に
向

け
て
、練
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

華
麗
に

舞
う
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「
市
文
化
祭
を
通
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
文
化
・
芸
術
に
親
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
」と
、

平
塚
市
文
化
連
盟
会
長
の
加
藤
宏

さ
ん（
左
写
真
）は
穏
や
か
に
ほ
ほ

笑
み
ま
す
。
同
連
盟
は
昭
和
28
年

に
創
立
。
音
楽
や
絵
画
、
洋
舞
な

ど
の
文
化
活
動
に
取
り
組
む
19
団

体
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
市
文
化

祭
に
は
開
催
当
初
か
ら
運
営
な
ど

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
市
民
の
創
作
・
発
表
の
場
と
し

て
開
か
れ
る
市
文
化
祭
は
、
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど
と
は
違
い
、
文
化
・

芸
術
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
に

重
き
を
置
い
て
い
ま
す
。「
市
民
の

皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
こ
と
が
一
番

で
す
」と
、
加
藤
さ
ん
は
笑
顔
を

見
せ
ま
す
。

　
平
成
31
年
か
ら
会
長
を
務
め
る

加
藤
さ
ん
。
役
職
や
経
験
年
数
な

ど
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
、

楽
し
く
活
動
が
で
き
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
を
心
掛
け
て
き
ま
し

た
。「
便
利
な
社
会
に
な
っ
た
一
方

で
、
自
分
を
見
つ
め
る
機
会
が
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
う
ん

で
す
。
美
術
関
係
の
展
示
や
舞
台

発
表
な
ど
の
種
類
を
問
わ
ず
、
文

化
活
動
は
自
分
自
身
を
見
つ
め
る

機
会
を
与
え
て
く
れ
ま
す
」と
、

文
化
活
動
の
魅
力
を
話
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
人
と
知
り
合
い
関
わ

る
こ
と
で
、
自
分
の
居
場
所
が
新

た
に
で
き
る
の
も
メ
リ
ッ
ト
だ
と

か
。「
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
の
人
と

出
会
え
る
の
で
、
社
会
の
見
方
が

変
わ
り
ま
す
。
私
も
絵
画
の
活
動

を
し
て
い
る
中
で
非
常
に
プ
ラ
ス

　
８
月
25
日
、
旧
横
浜
ゴ
ム
平
塚

製
造
所
記
念
館（
八
幡
山
の
洋
館
）

に
、
リ
ン
リ
ン
と
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ベ
ル
の
明
る
く
澄
ん
だ
音
色
が
響

き
ま
す
。
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
を

楽
し
む
団
体「
ド
レ
ミ
倶
楽
部
」

が
、
市
文
化
祭
で
演
奏
す
る
曲
を

練
習
し
て
い
ま
す
。
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ベ
ル
は
、
誰
で
も
気
軽
に
演
奏

で
き
る
ベ
ル
と
し
て
、
日
本
で
生

ま
れ
た
楽
器
で
す
。

　

藤
吉
公
子
さ
ん（
左
写
真
）が

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
を
よ
り
多
く

の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と

立
ち
上
げ
た
の
が
ド
レ
ミ
倶
楽
部

で
す
。
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
、
同
館
で
の
イ
ベ
ン
ト
。
藤
吉

さ
ん
を
含
め
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ

ル
の
指
導
者
た
ち
が
コ
ン
サ
ー
ト

を
し
た
と
き
に
、
お
客
さ
ん
に
体

験
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
と
て

も
良
い
反
響
が
あ
っ
た
と
振
り
返

り
ま
す
。
月
に
一
度
、
同
館
で
ド

レ
ミ
倶
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
に

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
を
教
え
て
い

ま
す
。

　
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
の
内
側
に

は
、
ク
ラ
ッ
パ
ー
と
い
う
振
り
子

が
バ
ネ
の
先
に
付
い
て
い
て（
右

下
写
真
）、ベ
ル
を
振
る
と
ク
ラ
ッ

パ
ー
が
鐘
に
当
た
り
音
が
鳴
り
ま

ドレミ倶
ク

楽
ラ

部
ブ

　
11
月
12
日（
日
）ま
で
、
平
塚
市
文
化
祭
が
中
央
公
民

館
な
ど
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
市
文
化
祭

に
向
け
て
練
習
に
取
り
組
ん
だ
り
作
品
を
描
い
た
り
し

て
い
る
３
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。
文
化
・
芸
術
に
触
れ

て
、
新
た
な
発
見
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問　
社
会
教
育
課
☎
35
―
８
１
２
３

文
化
を

楽
し
む

　
「
日
頃
の
取
り
組
み
の
成
果
を

思
い
切
り
発
揮
し
て
ほ
し
い
で

す
」と
話
す
の
は
市
社
会
教
育
課

の
吉
水
伶れ

奈な

主
事（
右
下
写
真
）。

市
文
化
祭
の
日
程
調
整
を
は
じ

め
、
施
設
の
予
約
や
市
文
化
連
盟

と
の
連
絡
・
調
整
な
ど
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
平
塚
に
文
化
・
芸
術

を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
、
多
く
の

人
に
市
文
化
祭
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
主
張
し
ま
す
。

　
第
１
回
市
文
化
祭
が
開
か
れ
た

に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す

ね
」と
に
っ
こ
り
。
思
っ
て
い
る

よ
り
も
文
化
活
動
を
始
め
る
敷
居

は
高
く
な
い
と
加
藤
さ
ん
。
普
段

の
生
活
に
プ
ラ
ス
し
て
、
何
か
し

ら
の
遊
び
を
持
つ
こ
と
は
人
生
が

豊
か
に
な
る
、
と
自
身
の
経
験
を

語
り
ま
す
。

「
市
文
化
祭
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文

化
・
芸
術
に
触
れ
ら
れ
る
良
い
機

会
で
す
。
気
軽
に
会
場
へ
足
を
運

ん
で
、
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
」

の
は
、
昭
和
28
年
。
展
示
会
や
舞

台
発
表
な
ど
、
12
部
門
で
開
か
れ

ま
し
た
。
71
回
目
を
迎
え
る
今
年

は
、
19
部
門
で
開
か
れ
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
昨
年
ま
で

は
一
部
舞
台
発
表
の
中
止
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
の
流
行
前
と
ほ
ぼ
同
様
に
開

か
れ
ま
す
。

　
開
催
期
間
中
は
市
内
３
施
設
で

展
示
会
や
舞
台
発
表
な
ど
が
あ
り

ま
す（
左
表
）。「
市
文
化
祭
に
出
る

人
も
見
る
人
も
、
文
化
・
芸
術
へ

の
興
味
を
さ
ら
に
深
め
て
ほ
し
い

で
す
ね
」と
思
い
を
語
り
ま
す
。

す
。
よ
く
比
較
さ
れ
る
ハ
ン
ド
ベ

ル
は
、
音
に
よ
っ
て
鐘
の
大
き
さ

が
違
う
他
、
鳴
ら
し
方
に
コ
ツ
が

必
要
で
す
。
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル

は
振
る
だ
け
で
音
を
鳴
ら
せ
る
の

で
、
子
ど
も
で
も
楽
し
め
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
、
同
じ
大
き
さ
、

同
じ
形
の
楽
器
を
持
つ
の
も

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
の
特
徴
で

す
。「
１
人
で
曲
を
演
奏
す
る
の
で

は
な
く
、
２
人
以
上
で
、
簡
単
に

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
め
る
の
も

魅
力
で
す
」と
藤
吉
さ
ん
は
語
り

ま
す
。

　

市
文
化
祭
で
の
発
表
を
意
識

し
、
演
奏
曲
の
練
習
を
始
め
た
の

は
７
月
か
ら
。
ド
レ
ミ
倶
楽
部
と

し
て
は
、
今
年
が
初
め
て
の
参
加

で
す
。
舞
台
で
の
発
表
と
い
う
目

標
に
向
か
っ
て
、
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　
演
奏
中
は
、
奏
者
全
員
で
一
体

感
を
も
っ
て
演
奏
し
ま
す
。
担
当

の
と
こ
ろ
だ
け
考
え
て
い
る
と
出

遅
れ
て
し
ま
う
の
で
、
曲
全
体
の

流
れ
を
感
じ
な
が
ら
演
奏
す
る
の

が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
言
い
ま
す
。「
市

文
化
祭
当
日
は
、
演
奏
を
楽
し
ん

で
い
る
と
こ
ろ
に
注
目
し
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。
美
し
い
音
色
を

ぜ
ひ
聴
き
に
来
て
く
だ
さ
い
」。

ベ
ル
が
奏
で
る
美
し
い
音
色

文
化
の
魅
力
を
伝
え
る
機
会

音楽

歴
史
あ
る
文
化
の
祭
典

奇　　術
洋　　舞
茶　　会
音　　楽
民　　謡

ビデオ映画

日　時部　門 会　場
① 小ホール
① 大ホール
① 和室・3A会議室
① 大ホール
① 大ホール

10月29日（日） 午後1時30分～4時

10月29日 午後4時～8時

11月3日（祝） 午前10時～午後2時

11月4日（土） 午後2時～6時30分

11月5日（日） 午後１時～4時30分

② ミュージアムホール11月12日（日） 午後1時30分～4時１5分

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
魅
力
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毎
週
金
曜
日
の
午
後
、
豊
田
地

区
町
内
福
祉
村（
南
豊
田
381
）に
油

絵
具
の
匂
い
が
漂
い
ま
す
。
９
月

15
日
午
後
３
時
、
ま
た
か
絵
画
教

室
の
メ
ン
バ
ー
は
筆
を
持
つ
手
を

休
め
、
市
文
化
祭
に
出
展
す
る
絵

を
並
べ
始
め
ま
し
た
。「
屋
根
の
色

が
す
て
き
だ
ね
」「
葉
っ
ぱ
の
色
を

濃
く
し
た
方
が
目
立
っ
て
良
い

ね
」な
ど
、
和
気
あ
い
あ
い
と
意

見
を
出
し
合
い
ま
す（
上
写
真
）。

　
同
教
室
は
、
実
在
す
る
物
を
描

写
す
る
具
象
画
を
描
く
３
人
と
、

具
体
的
な
対
象
を
描
写
せ
ず
、
色

や
線
な
ど
で
表
現
す
る
抽
象
画
を

描
く
２
人
の
全
５
人
で
活
動
。
現

在
は
、
教
室
と
し
て
で
は
な
く
、

絵
画
サ
ー
ク
ル
と
し
て
絵
を
描
い

て
い
ま
す
。
毎
年
市
文
化
祭
に
出

品
し
て
い
て
、
今
年
も
全
員
が
作

品
を
出
展
し
ま
す
。
約
半
年
か
け

て
作
品
を
仕
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
同
教
室
代
表
の
小こ

木ぎ

曽そ

富
士
江

さ
ん（
右
写
真
）は
、
勤
め
て
い
た

会
社
を
退
職
し
て

か
ら
絵
を
描
き
始

め
、
30
年
以
上
に

渡
っ
て
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
「
絵
を
描
い
て

い
る
と
き
は
、
息

を
す
る
の
も
、
お

昼
ご
飯
を
食
べ
る

の
も
忘
れ
る
く
ら

い
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
」

と
目
を
輝
か
せ
る
小
木
曽
さ
ん
。

普
段
の
生
活
で
は
得
ら
れ
な
い
集

中
を
体
感
で
き
る
の
が
、
絵
画
の

魅
力
だ
と
続
け
ま
す
。

　

抽
象
画
を
描
く
小
木
曽
さ
ん

は
、
ど
こ
か
で
見
た
景
色
や
物
事

を
思
い
出
し
て
、
そ
れ
ら
を
頭
の

中
で
結
び
付
け
て
描
い
て
い
る
そ

う
で
す
。
新
し
い
絵
を
描
く
た
め

に
前
の
作
品
を
塗
り
つ
ぶ
す
工
程

で
、
偶
然
生
ま
れ
た
筆
の
線
を
生

か
し
て
新
し
い
絵
を
描
く
こ
と
も

あ
る
と
言
い
ま
す
。「
う
ま
く
描
こ

う
と
狙
っ
た
線
が
、
結
果
的
に
要

ら
な
か
っ
た
り
、
い
い
加
減
に
描

い
た
線
が
後
々
大
事
な
ポ
イ
ン
ト

に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
ん

で
す
よ
」と
、
抽
象
画
の
面
白
さ

を
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

　
作
品
を
描
く
過
程
を
想
像
し
な

が
ら
市
文
化
祭
の
展
示
を
見
る
の

も
、
新
た
な
絵
画
の
魅
力
発
見
に

つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

またか絵画教室松下バレエスタジオ

　
９
月
下
旬
の
松
下
バ
レ
エ
ス
タ

ジ
オ（
夕
陽
ケ
丘
36
―
５
）に
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
優
雅
な
音
色
が

響
き
ま
す
。
生
徒
た
ち
が
、
バ
ー

レ
ッ
ス
ン（
１
面
）に
続
け
て
、
市

文
化
祭
で
披
露
す
る
踊
り
を
練
習

し
て
い
ま
す（
上
写
真
）。

　
昭
和
38
年
に
同
ス
タ
ジ
オ
で
バ

レ
エ
を
教
え
始
め
て
か
ら
、
今
年

で
60
年
目
に
な
る
松
下
浩
子
さ
ん

（
左
写
真
）。「
美
し
い
音
楽
に
合
わ

せ
て
踊
る
の
は
と
て
も
気
持
ち
が

良
い
も
の
で
す
。
体
を
動
か
す
の

で
、
間
違
い
な
く
健
康
に
も
つ
な

が
り
ま
す
ね
」と
バ
レ
エ
の
魅
力

を
語
り
ま
す
。

　
現
在
、
同
ス
タ
ジ
オ
で
は
３
歳

か
ら
大
人
ま
で
、
お
よ
そ
60
人
の

生
徒
が
バ
レ
エ
を
練
習
し
て
い
ま

す
。「
国
内
外
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
活

躍
し
て
い
る
生
徒
や
、
平
塚
で
ス

タ
ジ
オ
を
持
っ
て
先
生
と
し
て
活

動
し
て
い
る
教
え
子
も
い
る
ん
で

す
よ
」と
松
下
さ
ん
。
市
文
化
祭

に
は
、
指
導
を
始
め
た
当
初
か
ら

毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
前
向
き
に
練
習
に
取
り
組
む

時
間
が
最
も
充
実
し
、
技
術
的
に

も
伸
び
る
ん
で
す
。
短
期
間
で
完

成
度
の
高
い
作
品
を
作
り
上
げ
る

ポ
イ
ン
ト
で
す
ね
」と
、
松
下
さ

ん
は
力
を
込
め
ま
す
。
と
に
か
く

練
習
に
集
中
し
て
、
本
番
に
向
け

て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
い

く
の
が
一
番
大
切
だ
と
言
い
ま

す
。
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
る
た
め
に
は
、
指
導
者
と
し

て
の
心
構
え
も
大
切
な
の
で
、
気

持
ち
を
込
め
て
教
え
て
い
る
と
、

バ
レ
エ
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
た
い

気
持
ち
を
高
め
て

思
わ
ぬ
線
が
重
要
に

夢
中
で
筆
を
走
ら
せ
る

松
下
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
今
年
の
市
文
化
祭
に
は
、
平
塚

洋
舞
連
合
会
と
し
て
、
松
下
バ
レ

エ
ス
タ
ジ
オ
を
含
む
三
つ
の
ス
タ

ジ
オ
が
参
加
し
ま
す
。
市
文
化
祭

を
き
っ
か
け
に
、
も
っ
と
多
く
の

人
に
バ
レ
エ
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
と
松
下
さ
ん
は
語
り
ま

す
。「
バ
レ
エ
の
一
つ
一
つ
の
動
き

は
、
た
く
さ
ん
の
努
力
の
積
み
重

ね
で
す
。
気
持
ち
を
引
き
締
め
て

練
習
し
、
皆

さ
ん
に
楽
し

ん
で
い
た
だ

け
る
市
文
化

祭
に
し
た
い

で
す
」。

　

今
日
も
、

本
番
に
向
け

て
生
徒
た
ち

が
練
習
に
励

み
ま
す
。

市文化祭開催
スケジュール

会場は、①中央公民館　②美術館　③ひらしん平塚文化芸術ホール。
迫力ある舞台発表や、文芸大会をお楽しみください。

洋舞 絵画

短　歌
吟詠･剣詩舞道
俳　句

写真･絵画･彫刻

華　道

日　時部　門 会　場

10月17日～22日（日）、午前9時30分～
午後4時50分（22日は3時30分まで）

② 市民アートギャラリー

10月21日（土）～22日、午前10時～
午後5時（22日は4時まで）

③ 多目的ホール

① 大会議室
① 大ホール
① 大会議室

10月2１日正午～午後4時

10月28日（土）午後1時～4時30分

10月28日正午～午後4時
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平塚市役所のウェブ　 平塚市 検索 　　募＝応募方法　 ＝電子申請システム 　問＝問い合わせ         ＝手話通訳e

応 募 方 法

郵送･ファクス･
メールイベント名

郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

イベント名
郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

往復はがき

返 信 往 信

記　入　例

住 

所氏 

名

e

■募応募方法　応募必須
　問問い合わせ
■　電子申請システム
　（e

イ ー カ ナ ガ ワ
-kanagawa）で応募可

■必要事項とある場合、
　郵便番号・住所・氏名
　（ふりがな）・電話番号
　をご記入ください。
■市役所への郵便物は、
　〒254―8686平塚市役所
　○○課で届きます。
■募集開始日の記載がない場合、
　10月23日（月）午前8時30分から、
　受け付けます。
■メールの応募の場合 @以下に　
　city.hiratsuka.kanagawa.jp
　を付けてください。

松原
分庁舎

福祉会館
こども発達支援室
くれよん

中央公民館

市役所本館・消防署本署
教育会館

青少年会館（青少年相談室）
中央図書館

美
術
館

八幡山
公園

総合公園

勤労会館

ひらつか
サン・ライフ
アリーナ

保健センター（健康課）

別館

市民プラザ

旧横浜ゴム
平塚製造所記念館

博物館

JR平塚駅

駅前市民
窓口センター

まちづくり財団

文化
公園

市民活動センター

ひらしん平塚
文化芸術ホール

市政情報は市公式のSNSでも配信しています。右の２次元コードからご確認ください。 LINE FacebookInstagram

募
　
　
集

応
募
方
法
は

下
段
　
　
　

市
有
地
の
一
時
貸
付

　
市
が
持
つ
未
利
用
地
を
短
期
で

貸
し
付
け
し
て
い
ま
す
。
対
象
の

土
地
や
必
要
書
類
な
ど
、
詳
し
く

は
市
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募　

市
ウ
ェ
ブ
に
あ
る
申
込
書

を
、
直
接
、
本
館
４
階
の
資
産
経

営
課
☎
21
―
８
７
６
３
へ
。

市
営
住
宅
の
入
居
者

　
入
居
予
定
日
は
令
和
６
年
３
月

１
日（
金
）で
す
。
次
の
条
件
を
全

て
満
た
す
方（
抽
選
・
単
身
世
帯

は
②
を
除
く
）。
①
申
込
者
が
18

歳
以
上
ま
た
は
既
婚
②
夫
婦
ま
た

は
親
子
を
主
体
と
し
た
家
族
③
市

内
に
１
年
以
上
在
住
④
収
入
が
基

準
以
内
⑤
住
宅
困
窮
理
由
が
市
の

条
件
に
合
う
⑥
市
税
な
ど
の
滞
納

が
な
い
⑦
住
宅
や
土
地
を
所
有
し

て
い
な
い
⑧
申
込
者
ま
た
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
が
暴
力
団
員

で
は
な
い
―
な
ど
。
詳
し
く
は
市

ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募　
令
和
５
年
11
月
１
日（
水
）～

15
日（
水
）に
本
館
１
階
の
案
内
窓

口
や
各
公
民
館
な
ど
に
あ
る
申
込

書
を
、
郵
送
で
、
15
日
ま
で
に
、

〒
254
―
0042
明
石
町
７
―
10
東
急
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
平
塚
市
営
住
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
☎
74
―
４
０

０
５
へ
。

就
活
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

　
11
月
10
日（
金
）午
後
１
時
～
４

時
。
勤
労
会
館
。
15
～
49
歳
の
仕
事

を
探
し
て
い
る
雇
用
保
険
未
加
入

の
方
10
人（
先
着
順
）。筆
記
用
具
。

募　
電
話
で
、
県
西
部
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
０
４

６
５
―
32
―
４
１
１
５
へ
。

こ
ど
も
環
境
教
室
　
海
岸
編

　
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
や
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
問
題
を
学
び
ま

せ
ん
か
。
好
天
時
は
海
岸
で
漂
着

物
を
観
察
し
ま
す（
右
下
写
真
）。

　
11
月
25
日（
土
）午
前
10
時
～
11

時
30
分
。
な
で
し
こ
公
園（
撫
子

原
26
―
１
）集
合
。
市
内
在
住
・

在
学
の
小
・
中
学
生
20
人（
抽
選
、

保
護
者
同
伴
・
未
就
学
児
も
同
伴

で
き
ま
す
）。筆
記
用
具・運
動
靴・

ご
み
袋
。

募　
イ
ベ
ン
ト
名
・
全
員
の
必
要

事
項・生
年
月
日
を
、
フ
ァ
ク
ス・

メ
ー
ル
で
、
11
月
５
日（
日
）ま
で

に
、
環
境
政
策
課
☎
21
―
９
７
６

２

21
―
９
６
０
３

kankyo-
s-event@

へ
。

大
人
の
職
場
体
験
in
図
書
館

　
絵
本
の
修
理
体
験
や
、
お
は
な

し
会
で
使
う
小
道
具
作
り
な
ど
を

し
ま
す
。

　
11
月
18
日（
土
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
。
北
図
書
館（
田
村

３
―
12
―
５
）。市
内
在
住・在
勤・

在
学
の
中
学
生
以
上
の
方
５
人

（
先
着
順
）。

募　
電
話
ま
た
は
直
接
、
10
月
24

日（
火
）午
前
９
時
か
ら
、
北
図
書

館
☎
53
―
１
２
３
２
へ
。

安
全
で
健
康
的
な
食
生
活
の

た
め
の
食
品
表
示
講
座

　
食
品
表
示
の
基
本
や
原
料
原
産

地
・
ア
レ
ル
ゲ
ン
・
添
加
物
・
栄
養

成
分
の
表
示
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　
11
月
22
日（
水
）午
後
２
時
～
３

時
30
分
。
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
。

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
55

人
、
会
場
受
講
は
25
人
・
オ
ン
ラ 

イ
ン
で
の
視
聴
は
30
人（
先
着
順
）。

募　
講
座
名
・
会
場
受
講
か
オ
ン

ラ
イ
ン
受
講
か
・
氏
名（
ふ
り
が

な
）・
電
話
番
号
を
、
会
場
受
講

は
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
視
聴
は
メ
ー
ル
で
、

10
月
24
日（
火
）か
ら
、市
民
情
報・ 

相
談
課
☎
20
―
５
７
７
５

jou 
sou@

へ
。

チ
ア
ダ
ン
ス
教
室

　
ポ
ン
ポ
ン
を
持
ち
、
音
楽
に
合

わ
せ
て
リ
ズ
ム
を
と
り
な
が
ら
ダ

ン
ス
を
し
ま
す
。11
月
18
日（
土
）。

ひ
ら
つ
か
サ
ン
・
ラ
イ
フ
ア
リ
ー

ナ
。
各
10
人（
先
着
順
）。

　
①
年
少
・
年
中　
午
前
10
時
～

10
時
45
分
②
年
長
～
小
学
校
３
年

生　
11
時
～
正
午
。

募　

馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園
サ
ッ

カ
ー
場
☎
24
―
１
１
３
７
ウ
ェ
ブ

で
、
10
月
23
日（
月
）正
午
か
ら
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

は
じ
め
て
の
ボ
タ
ニ
カ
ル

ア
ー
ト

　
植
物
を
観
察
し
、
精
密
に
描
く

ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
教
室
で
す
。

　
12
月
５
日
・
12
日
・
19
日
の
火

曜
日
、
全
３
回
、
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
。ま
ち
づ
く
り
財
団
。

ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
を
初
め
て
体

験
す
る
、
全
３
回
参
加
で
き
る
18

歳
以
上
の
方
10
人（
抽
選
）。
消
し

ゴ
ム
、
０
・
３
㍉
芯（
な
い
場
合

は
０
・
５
㍉
芯
）の
シ
ャ
ー
プ
ペ

ン
シ
ル
。
１
５
０
０
円
。

募　
必
要
事
項
・
年
齢
を
、
は
が

き
で
、
11
月
８
日（
水
）ま
で
に
、

〒
254
―
0045
見
附
町
31
―
10
ま
ち
づ

く
り
財
団
文
化
事
業
課
☎
32
―
２

２
３
７
へ
。

広告

　落語家の林家木久蔵さん（写
真）が、父・林家木

き
久

く
扇
お う

さん
とのエピソードや、自身の子育て経験
などを話します。講演の後半には
落語もあります。要約筆記もあり
ます。
　12月７日（木）午後6時30分～8時。 
中央公民館。市内在住の方７00人

（抽選）。入場整理券・筆記用具。
募　各公民館にある申込書を、
直接、11月8日（水）午後5時まで
に各公民館へ。問い合わ
せは中央公民館☎34−2111
へ。e

家庭教育講演会

仕事と子育て「これがわたしの二刀流」

庁用自動車庁用自動車
　ワンボックスの
軽自動車左右両側
面に、縦50㌢㍍×
横７0 ㌢ ㍍ の 広 告
を、特殊フィルム
などで貼ります。
掲載期間は、令和
6年2月1日（木）から1年間。5台分で10万円。屋外
広告物許可申請や広告の作成・貼付は、広告主が
してください。申し込み件数により、協議の上で
台数の調整や抽選をする場合があります。申し込
みに当たり、市広告掲載要綱・市車両広告掲載取
扱要綱を確認してください。
募　広告案・市ウェブにある申込書を、郵送・メー
ルまたは直接、令和5年11月1日（水）～21日（火）に、
本館5階の庁舎管理課☎21―９608 chosya@へ。

納税通知書の送付用封筒納税通知書の送付用封筒
　令和6年度の税務納税通知書を送る封筒の裏面
に掲載します。発行予定は1９万部です。
　市県民税・固定資産税・軽自動車税、各4枠（選
考）。1枠、縦約40㍉㍍×横約９0㍉㍍で７万円。詳
しくは市ウェブをご覧ください。
募　市ウェブにある申込書を、郵送または直接、
令和5年11月24日（金）までに、本館2階の納税課☎
21―8７6９へ。

広告でPR
しませんか

木久蔵流
！


